
（別紙４）

～ 2025年　２月　28日

（対象者数） 16 （回答者数） 14

～ 2025年　3月　10日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年　2月　28日

（対象数） 11 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・あくまで対象の子どもだけを意識するのでなく、集団にど

う近づけていけるかということを意識して園所の協力のもと

に小集団保育などを提案し、取り組んでいる。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・事業所内でどのように事業の内容などを具体的に案内して

いくかについて再度検討していく必要があると思われる。

2

3

○事業所名 草津市発達支援センター

○保護者評価実施期間 2025年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　３月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　1月　20日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・ホームページ等の案内や訪問支援の具体的な内容について園

所を通してとなっているため、保護者に対しての周知しきれて

いないこと。

・申し込み数に対して事業所として対応が可能な人数が限られ

ていたり、期間を設けての訪問であるため、ホームページなど

での案内でなく、園所を通しての案内方法をとっているため。

・訪問支援員が心理士と保育士の二名で訪問しており、それぞ

れの専門の視点で子どもと関わったり、園所や保護者のおもい

を受け止め、支援の方向を話し合える時間が持てていること。

・日頃の園での過ごしの姿、家庭での姿、実際に訪問時に感じ

たことなど三者が毎月共有し、支援方法を一緒に模索するよう

に取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


